
よりよい福山を目指して 

 

 

みなさんは，“ふるさと福山”の自然・環
かん

境
きょう

，産業，歴史・伝統文化，先人などを学ぶと

ともに，環境や文化・伝統を守り続けてきた人々の思いを受け継
つ

いでいくことの大切さと，

そのために自分たちにできることなどを考えているでしょう。 

ここでは，これからの福山をよりよくしていくために考えてみましょう。 

 

 

１ 福山の未来予測 

世の中が変化していく中，ふるさと福山の未来はどうなっていくのでしょうか。 

次の４つの資料から，どんなことがみえてくるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔福山市の人口推計〕 

(万人) 
※2000年から 2014年は，

毎年３月末の住民基本

台帳記載の人口 

※2020 年以降は，国立社

会保障・人口問題研究

所公表数値をもとに推

計した人口 

379,561人 

424,000人 

471,545人 

2005年（平成 17年） 
420,492人 

2003年（平成 15年） 
407,456人 
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2006年（平成 18年） 
462,011人 
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〔福山市の年
ねん

齢
れい

別人口の推移〕 

〔市町村税の収入額の推移〕 
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総務省統計局が５年

ごとに行っている「国勢

調査」の数値だよ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

＊社会保障関係費…社会保険費・社会福祉費・生活保護費など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市民と行政による取組 

 

 

 

 

 

 

（１） 協働のまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔社会保障関係費の推移〕 

 これからの激
はげ

しい世の中の変化に対応しながら，いつまでも住

み続けたい福山・よりよい福山をめざすために，市民と行政とが

一
いっ

緒
しょ

に，「持続可能なまちづくり」をキーワードとした，自主・自

立のまちづくりを確実に進めていくことが必要となっていくだろ

うと考えられています。 

 自分たちの地域に関わることは，まずは地域を一番よく知る自分たちで判断し，で

きることは自ら行っていく。その上で，必要に応じて行政や民間と一緒に取り組むこ

とができるようになれば，効率よく，地元への愛着をもった「地域づくり」が行える

のではないでしょうか。それが「協働のまちづくり」です。 

 ゴミがあれば集めてくれる，蛇
じゃ

口
ぐち

をひねれば水が出てくるなど，生活する必要最低

限のサービスが提供されるようになったこともあり，「地域のつながりなんて要らな

い，めんどうくさいだけ。」と言う人もいます。 

 しかし，震
しん

災
さい

等で被
ひ

災
さい

し，水道や電気が使えなくなった状
じょう

況
きょう

で，まず役立ったのは

ご近所同士の支え合いや地域のつながりでした。 
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（２） 「まちづくり推進委員会」の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔行政職員や地域住民による復旧作業〕 〔給水作業を行う消防団員〕 

〔協働のばら花だん整備事業〕 〔防災運動会〕 〔防災マップ作り〕 

「防災訓練や安全パトロール，高
こう

齢
れい

者

の生活支援など，地域の実情に合わせ

た事業に取り組むことができた。」 

「構成団体の連
れん

携
けい

，協力体制が充
じゅう

実
じつ

し，開催
かいさい

意欲がわいた。」 

「活動を通して，地域住民の自治

意識が高まってきた。」 

「提案型事業を活用して，複数の

団体の連携のもと，事業を行える

ようになった。」 

 また，近年多発する子どもを狙
ねら

った犯罪・事故，お年寄りの孤
こ

独
どく

死など，地域・ご

近所のつながり・見守り・支え合いで防げるものもたくさんあります。近所の人々を

全く知らないよりも，顔見知りが近所にいる方が，安心して，居心地よくくらせるの

ではないでしょうか。 

 福山市では，２００６年（平成１８年）に，「まちづくり推進委員会」が各学区（町）

に立ち上げられ，様々な地域の課題解決に向けた取組が，協働により進められるよう

になりました。 

 その結果， 

などの意見が聞かれるようになり，ユニークで特
とく

徴
ちょう

的な取組がマスコミ等で紹
しょう

介
かい

され

るなど，協働の取組が着実に浸
しん

透
とう

しつつあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まちパス」ってなぁに !？ 

「まちパス」は,まちづくりパスポートという手帳を持って,いろんな行事

に参加して「まちパスポイント」を集める活動です。 

 

 

まちづくりパスポートは，活動に参加する場所

や問い合わせ先(特典交換窓口)でもらえます。 

【問い合わせ先(特典交換窓口)】 

・福山市協働のまちづくり課（市民参画センター内) 

・各生涯学習センター 

 

 

 

 

活動は２種類 

 

 
【学ぶ・体験する】 

行事・イベント・講座な

どの学習・体験活動に参

加する。 

（ポイント数） 

２時間未満 25 ポイント 

２時間以上 50 ポイント 

 

【ボランティア参加】 
行事・イベントなどで行

う，ボランティア活動に参

加する。 

（ポイント数） 

１時間ごとに 25ポイント 

１日最大   200 ポイント 

 

２５０ポイント集めたら，特典交換窓口へ持っ

ていこう。 

 

 

ポイントが集まっていることを

確認してもらい，到着スタンプを

押してもらおう！ 

 

 

２５０ポイントごとに次の特典と交換できま
す。 

１ ばら苗（1鉢）  
２ ミニばらの苗（２鉢） 
３ 公共施設共通利用券（５枚つづり） 
４ 図書カード 
５ 映画の無料鑑賞 

◎たくさんの人にありがとうと言われてうれ

しかったです。また他のボランティアにも参

加したいです。 

◎ボランティアをしたことによって成長でき

た気がしました。また，特典があったので，

よりやる気が出ました。 

◎ボランティアはすればするほど，人との絆や

交流が深まるから，いいなと思いました。 

◎ポイントが増えるのが楽しみになり，いっぱ

い参加したくなりました。 

みんなも，まちパスの活動

に参加して，たくさんの仲間

と一緒に福山をもっと魅力的

なまちにしていきませんか。 

まちパスをしている

みんなの感想だよ。 

①まちづくりパスポートをゲットしよう 

 

 

②活動に参加しよう 

 

 

③まちパスポイント交換方法 

 

 

④特典交換 

 

 

④特典交換 

 

 


